
■いかつり ぎょぎょう がっか しけんもんだい [Ｓ]  

  Ikatsuri  gyogyo  gakka  shiken mondai  [Ｓ]  

 

 つぎの ぶんしょうが ただしければ ○、まちがいなら ×を  

Tsugi no  bunsho  ga  tadashikereba  ○、machigainara  ×  o   

かっこ（ ）の なかに かきなさい。 

kakko（  ）no  naka  ni  kakinasai. 

 

１．（ ）するめいかの ぎょじょうは おもに にほんかい である。 

         Surumeika  no  gyojyo  ha  omo  ni  nihonkai  de  aru.  

 

２．（ ）するめいかは ぷらんくとんや ちいさい さかなを たべる。 

         Surumeika  ha  purankuton  ya  chisai  sakana  o  taberu. 

 

３．（ ）にほんで いちばん たくさん とれる いかは、 

         Nihon  de  ichiban  takusan  toreru  ika  ha ,  

        するめいかである。 

        surumeika  de  aru. 

 

４．（ ）じどういかつりきは、ぎょぐの まきあげるはやさを  

     Jidoikatsuriki  ha  ,  gyogu  no  makiageru  hayasa  o   

    かえることが  できる。 

        kaeru  koto  ga  dekiru. 

 

５．（ ）じどういかつりきは、かたほうに まきあげり－る(どらむ) が 

    Jidoikatsuriki  ha , kataho  ni  makiageriru（doramu） ga 

    ついている。 

        tsuite  iru. 

 

６．（ ）すぱんかーは ふねの ぎょそう（かめ）に ついている。 

         Supanka  ha  fune  no  gyoso（kame） ni  tsuite  iru. 

 

７．（ ）ふねを ぎょじょうに とめるため すくりゅう（ぷろぺら）を 

    Fune  o  gyojyo  ni  tomeru  tame  sukuryu（puropera） o 

    つかう。 

        tsukau. 



 

 

８．（ ）ぱらあんか－（し－あんか－）は、ふねの おもて（せんしゅ） 

         Paraanka（shianka） ha , fune  no  omote（senshu） 

        から なげいれる。 

        kara  nageireru. 

 

９．（ ）いかのむれは ぎょぐんたんちきを つかって さがす。 

         Ika  no  mure  ha  gyoguntanchiki  o  tsukatte  sagasu. 

 

１０．（  ）つれた いかは せんべつ してから とうけつする。 

           Tsureta  ika  ha  senbetsu  shite  kara  toketsu  suru. 

 

１１．（ ）したの えの やじるし（→）は ぱらあんか－（しーあんかー） 

          Shita  no  e  no  yajirushi（→） ha  paraanka（shianka） 

       である。  

          de  aru. 

 

    

 

１２．（ ）するめいかは しゅうぎょとうをつかって おもに ひる つる。 

         Surumeika  ha  shugyoto  o  tsukatte  omo  ni  hiru  tsuru. 

 

 

 


